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はじめに

高次脳機能障害からの回復には長期の時間が必

要とされる。そのため,受傷後,早期から中期に
かけて通院によるリハビリテーションを受けて職

場復帰,一般就労できる者もあるが,それがかな
わず作業所などでの福祉的就労にとどまる者, ま

た就労しても,その後,仕事を辞め,自宅だけの
生活に戻ってしまう者も少なくない.厚生労働省
による高次脳機能障害モデル事業の報告によれ

ば,受傷前に就業していた者のなかで,その後の

リハビリテーションで就業可能となった者はわず

かに 23.1%(34名 /147名 )であった1).

高次脳機能障害者が利用できるデイケアや作業

所は,現在のところ身体障害者や精神障害者,知
的障害者のために作られたものがほとんどであ

り,高次脳機能障害者専用に設立されているもの
はきわめて少なく,全国にまだ 27ぐ らいしかな
い
"。
そのため,高次脳機能障害者は自分とは異

なる障害をもつ利用者のなかに入っていくことに

なるが,本来,高次脳機能障害専用に作られた施
設ではないために,高次脳機能障害特有の難しさ

から,こ れらの施設を利用する側にも施設慣1に も

さまざまな問題が生じている。その難しさとは,

経験が積み重ねられない,疲れやすく課題が続か
ない,自分で行動できない,易怒性・攻撃性によ

り周囲と配離が生じる,な どである3)。 そのため,
他の利用者と同じようにプログラムや作業に取り

組めず,座 りっぱなしになったりの,仲間ができ
ず孤立してしまったりする。

精神障害者の作業所倶1も ,「ニーズはあっても受

け入れは困難」と回答するところが,2005年の
39%か ら2007年 には 59%に増加しており,高次
脳機能障害について関心が高まると同時に,対応
の難しさが露呈してきている3).ま た,精神障害
リハビリテーションの特徴であるゆるやかな枠組

みで受容的な雰囲気が,かえって高次脳機能障害
者にとって望ましくない影響を及ぼした りす

る5)。

そこで,沖縄県において行き場をなくした高次
脳機能障害をもつ当事者と孤立する家族が,お互
いに支え,集まれる場所を作りたいという願いか
ら,2007年 に家族会による作業所「ゆい沖縄」を

設立した.
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表 1 個別のスケジュール表の例
10:00 朝のミーティング ロ ←済んだらチェック
10:30 ストレッチ体操 □
11:00 計算 □
1」 :20 イ固別リノヽビリ ロ

・漢字の書き取り→漢字ファイル+漢字辞
書の準備 (必要なら問題
集「漢字検定 7,8級」
のコピー)

12:00 昼食タイム→台所へ行き,滑り止めマットを
取つてくる □

・必要なら,スプーンの準備 □
13:00 個別り八ビリ

≪メニュー≫
① は必ずすること ,

②～⑤ は自分で選んで決める

①音読と音読タイムをグラフに記入 □

② マフラー編み→入口近くのロッカーか
ら取つてきて準備

③記憶の訓練

④塗り絵

⑤ ピアノ練習
15i30 終わりのミーティング ロ

掃除→台所へ行き,台拭きを取つてきてテー
ブルを拭く □

利用料 (200円 )を払う □
タイムカードを押す □

本稿では,「ゆい沖縄」の特徴と,そ こを利用す

ることによる効果について報告する。

「ゆい沖縄」の特徴

1.水曜 0金曜プログラム
「ゆい沖縄」水曜・金曜プログラムは,毎週水曜

日と金曜日の午前 10時 ～午後 4時 まで開かれ
る.朝のミーティングに始まり,体操,計算課題

図 活動 :作業療法士による体操 (a)と調理 (b)
(註 1投稿・掲載については本人らの了承を得ている )

表 2 個別の評価結果と目標・課題の 1例
認知面 :情報処理スピー ドが低下している

そのため耳から入る情報が記憶に残りにくい

遂行機能 (推理 判断力)は正常範囲に近い能
力を保つている

感情面 :エネルギーは高く,感情は安定している
自分自身に対して :「自分はやれる」という気持ちが低下

している .

解決法 il 速く読む,速く考える注意カ トレーニング
を行う

2 憶える必要がある時は,文字にする
3 友人の相談相手になる
4 新しい体験をどんどんやる .

5 毎日 10時から「ゆい」情報処理スピー ド
の トレーニングと漢字 ドリルをやる やっ
たら表に○をつける いずれ漢字検定を受
ける

を全員で行ったあと,パソコン,手工芸,漢字 ド
リルなどの個別プログラムに入る.昼食後に再び

個別プログラムを行い,テ ィータイムをはさんで

終了ミーティングを行う。終了ミーティングでは

全員でリラクセーションを行い,1日 の感想を述
べる。その後,全員で掃除を行い,不 J用者が帰っ
た後にスタッフミーティングが行われる。

このプログラムの特徴の一つは,高次脳機能障
害の程度に合わせることができる豊富な活動 。作

業メニュー (図)があることである.記憶障害か
ら自分は何をするのかを忘れてしまうことが多い

ため,参加者には各自の 1日 の活動 。作業が書か
れたものを作成して渡し,それをみることで自分
のスケジュールを思い出し,活動 。作業を継続で
きるようにしている (表 1)。
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左聴力障害

体幹機能障害

左上肢麻痺

失語
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失語
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在宅

通院り八ビリ
テーション

在宅

在宅

作業所

在宅

在宅

作業所

自信を失い何事にもやる気を示さなかつたが,プログラ
ム参力E10か月後には,自信が高まり,少 しでも時給が
高い仕事につきたい,将来は自分の力で 1人暮らしが
したいという目標をもつようになつた

パソコンに慣ね,自宅でも毎日触るようになつた その
後,3か月間のパソコン研修に参加するようになつた
まわりの状況にかまわず話し続けていたが,スタッフか
らの促しで話すのが止まるようになり,話すことを我慢
できるようになった

映画に行くことを自分の趣味にするようになった その
後,図書館での監視員の仕事を始めるようになり,さ ら
にその仕事で一人前になりたいという目標をもつよう
になつた

仕事を辞めさせられたこと/DNら ,何事にもやる気をなく
していたが,注意トレーニングを毎日の日課にするよう
になり,次第に仲間との交流を通して活動的になつた .

次第に仕事に就きたいという意欲がでるようになり,そ
のために体力と頭の トレーニングをやる必要があると
思うようになつた その後 ,職場体験を経て,ヘルバー
2級取得へとつながつた
自分の楽しみとしてギターを始めるようになり,それか
ら音楽療法への参bllとつながつた

自信喪失と感情不安定から,みんなと離れて 1人でい
ることが多かつたが,自分の楽しみとして釣りに行き
取つた魚を写真に撮つて見せるようになつた その後 ,

カラオケ・漫画が楽しめるようになり,さらに他の作業
所に進んで参加するようなつた .

混乱することが減り,状況の理解ができるようになっ
た 自分が行つた食事のおいしい店の写真を撮ることを
自分の楽しみとするようになつた また,パソコンの練
習を継続できるようになつた

おしゃべりが多く妄想的な内容も多かつたが,作業に
黙つて長く取り組めるようになり,妄想的な内容も減つ
ていつた .

2.スタッフ
「ゆい沖縄」を運営するスタッフは,高次脳機能

障害者の家族 2～ 3名 ,言語聴覚± 1名 ,作業療

法± 1名 ,理学療法± 1名 ,臨床心理± 1名 ,大

学生・大学院生ボランテイア数名である。言語聴

覚士,作業療法士,理学療法士,臨床心理士など

の専門職は,他所での職をもち,「ゆい沖縄」には

ボランティアとして週 1～ 2回参加している。

3.評価と目標設定
このプログラムのもう一つ特徴は,一人ひとり
の利用者の認知障害とフとヽ理状態を把握し,それに

もとづいて個別の目標と課題を設定し,そ れに

沿って本人もスタッフも取り組んでいくことであ

る。臨床心理士によって認知障害と′らヽ理状態が評

価され,その結果にもとづき,本人とスタッフの

話し合いを行い,一人ひとりの目標 。課題を設定

表 3 利用者の帰結

する.評価結果と目標 。課題は書面で本人に示さ

れ,本人の許可を得て家族,ス タッフの間で共有
される (表 2)。

結 果

1.プログラム利用者のプロフィールと帰結
2007,2008年 に「ゆい沖縄」水曜 。金曜プログ

ラを利用 したのは高次脳機能障害をもつ男女 9

名である.平均年齢は 32.7歳で,受傷原因はバイ

ク・交通事故 6名 ,低酸素脳症, くも膜下出血 ,
脳梗塞各 1名である.受傷後経過年数は平均 8.1

年であった (表 3)。

利用者 9名の 10か 月後の帰結を表 3に示し

た。各利用者がそれぞれの生活上の小さな目標が

決まり,それに向かって能動的に動きだし,その

後,さ らに活動 。生活範囲の拡大へとつながって
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いったことがわかる.

2.客観的効果指標と評価
利用者の心理学的効果の指標として PoMs短
縮版6),wHO―QOL267),自 尊感情尺度8),特性的
自己効力感尺度9)を用いた。また,認知機能の指
標としては日本語版 COGNISTATIの を用いた.評
価は,約 10か月間の間隔をあけて 2回実施され
た。評価結果の公表については,全利用者に説明
され,同意が得られている。
10か月利用後には,自 己効力感が有意に増加し
ていた (z=2.095,p<0.05)。 また,自 尊感情も増

加する傾向がみられ (z=1,958,p<0.lo),PoMs
の「混乱」は低下する傾向がみられた (z=1.846,
p<0.lo).PoMsの他の指標およびWHo― QoL26
では有意な変化はみられなかった。

認知機能としては,coGNISTATの合計得点に
は変化はみられなかったが,「類似」において改善
の傾向がみられ (z=1.841,p<0.lo),逆 に「計
算」は悪化する傾向がみられた (z=1.667,p<
0.10).

今回の結果から,運営は家族会であり,専門職
はボランティア参加であっても,高次脳機能障害
の特徴をよく考慮してプログラムを構成すれば,

そこに継続的に参加することで,生活範囲の拡大
や就労への意欲が高まり,心理的・認知的改善も
生じることがわかる.

心理的改善のなかでも,自 己効力感,すなわち
「自分はうまくやれる」という感覚が高まってい

る。これは高次脳機能障害の特性を考慮した構造

的配慮によって,高次脳機能障害をもつ利用者が
課題に集中して取り組むことが可能になったこと

からもたらされたと思われる。そしてまた, さま

ざまな課題や活動に継続して取り組むことが,「類

似」の改善傾向に示されるような認知機能の回復

も生じさせたと考えられる.

自分は何をやればよいのかが明確になったこと

や,高次脳機能障害を理解しているスタッフによ
る一貫した関わりによって混乱が減少したこと

が,認知機能の回復とともに,問題行動を減らし
適応的行動を増やすことに寄与したと推察され

る。

自己効力感の上昇は,「ゆい沖縄」以外での余暇

活動,就労へ向けての取り組みにおける変化から
も認められる。当初は何事にもやる気を失ってい

る状態から,ま ず毎日の生活のなかでの小さな目
標が決まり,それに向かって動き始め,継続して
いくうちに次の新たな目標を自ら見いだし,活動
範囲が広がる, という改善の連鎖が生じている。

今回の参加者のなかには,生活上の大きな改善
が生じるまでには至らなかった利用者もいる。こ

れらの利用者は他の利用者よりも認知障害が重度

であった.しかし,こ れらの利用者においても少
しずつ集中して作業に取り組めるようになるとい

う変化がみられている。この作業所でより集中し

て作業や課題に取り組めるようになった後に,他
所での活動へと広がることが期待される。そこま

での回復には長い時間を必要とするかもしれな
い。そして,長期間の回復には,本人が継続して
取り組み続けるための動機づけが必要となる。そ

のような動機づけは目標が明確で具体的であるほ

ど可能となり,ま た,こ の動機づけと目標の明確
性との関連を十分に理解しているスタッフの存在

が不可欠である.

単なる居場所だけでなく,そ こに参加すること
によって機能的・心理的回復が図られるデイケア

や作業所,グループホームを家族は切望している。

粘り強く取り組み続けることで,よ り生産的な仕
事,生活範囲の拡大,楽 しみの増大,交友関係の
拡がりにつながるような支援が求められている。

家族会「ゆい沖縄」による作業所はその 1例であ
る。
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